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19 種存在する Wnt リガンドの中で、Wnt2 のみがリプログラミング過程において発
現が上昇することが明らかになった。MEF を用いたリプログラミングでは、リプロ
グラミング初期に体細胞マーカーである THY1 の発現が抑制されることが知られて
いる。THY1 陽性および陰性細胞集団における Wnt2 の発現を調べると、Wnt2 は
THY1 陽性細胞、つまりリプログラミング初期の細胞で主に発現していることが見出
された。そこで、Wnt2 の発現が導入したリプログラミング因子によって直接制御さ
れているのではないかと考え、ChIP アッセイを行った結果、Wnt2 の発現は OCT3/4
によって直接制御される可能性が示唆された。Wnt2 をノックダウンすると、
β−catenin が核内移行している細胞数、および形成される iPS 細胞コロニー数が減少
し、WNT2 の過剰発現では逆の効果が見られた。Wnt/β−catenin 経路の阻害剤を添加
した場合も、β−catenin が核内移行している細胞数、形成される iPS 細胞コロニー数
が減少し、活性化剤の添加では逆の効果が見られた。また、Wnt2 をノックダウンし
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